
 

 

 

  

 

「令和 8 年度が始動いたしました」 

 新年度の始まりを機に、新しい趣味を見つけたり、地域の方々との交流を深めたりし

てみませんか？輝北コミュニティセンターは本年度も輝北地域の生涯学習の拠点として、

教養の向上や健康増進、そして住民相互の絆を育む場となるよう、より一層充実した運

営に努めてまいる所存です。また、短期講座のご案内、地域の学習や教育に関わる情報、

施設の利用、地域での出来事などにつきましては、このセンターだよりでお知らせいた

します。これからも引き続き、皆様の積極的なご参加と変わらぬご支援を賜りますよう、

職員一同、皆様の笑顔にお会いできることを楽しみにお待ちしております。 

本年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

輝北コミュニティセンターでは下記表の内容で短期講座生を募集します。 
 

講座名 
めんつゆ作り教室 

（食品加工講座） 

寿司具作り教室 

（食品加工講座） 

日時 
５月２３日 土曜日 

10：00～13：00 

６月１３日 土曜日 

10：00～13：00 

募集締切 5 月 15 日 金曜日まで 6 月 5 日 金曜日まで 

定員 10 名  10 名 

教材費 2,000 円 2,000 円 

準備品等 エプロン・三角巾・マスク 

※ 定員になり次第しめきりますので、受講希望者は早めにお申込みください。 

 

短期講座のお申込み・お問い合わせ先 

輝北コミュニティセンター 電話 099-486-0505 

 

  

令和８年度の輝北コミュニティセンターと輝北総合支所図書室の職員は下表のとおり

になります。また、本年度も引き続き輝北歴史民俗資料館の資料整理を行なうため職員

２名が配置されています。 

輝北コミュニティセンター  

職名 氏名 職名 氏名 

館   長 小倉 康夫 事 務 員 小川 淳子 

専門指導員 上ノ堀 盛寛  

輝北図書室（輝北総合支所２階） 

職名 氏名 

図書司書 坂口 香 

令和８年度

４月号 
鹿屋市輝北町上百引 2635 番地 

電話 099-486-0505 FAX099-486-0295 
令和８年４月 15 日発行 

■ 短期講座生募集 

裏面につづく 

■ 令和８年度職員体制のお知らせ 



 

輝北歴史民俗資料館 

職名 氏名 氏名 

文化財資料整理作業員 門倉 弥生 牧口 恵美子 

 

 輝北コミュニティセンター 

輝北歴史民俗資料館についての紹介 
 

 

館内に会議室、研修室、調理室等が設置され各種講座・輝北チャレンジ大学の開催、

学習グループ活動の場や会議等の場所として使用できます。 

なお、百引・市成・平南・高尾の各地区公民館で学習グループとして活動したい 

団体がございましたら、輝北コミュニティセンターまでお問い合わせください。 

 
 

 

輝北歴史民俗資料館は輝北コミュニティセンターに隣接し、藩政時代の武具、戦争

中の服、昔懐かしい生活用品や農具など約 1,600 点の貴重な史料を展示しています。 

 また、輝北地区の郷土誌等の販売もしております。 

 

 

 

輝北コミュニティセンターを使用する際は、必ず使用する前日

（平日の 8:30～17:00）までに使用許可申請書の提出をお願いし

ます。また、使用の際に団体によっては、使用料が発生する場合

もありますので、事前に輝北コミュニティセンターまでお問い合

わせください。 

輝北コミュニティセンター及び輝北歴史民俗資料館連絡先 099-486-0505 

 

       町内会・各団体等の会議・行事で各地区公民館を使用する際は、 

輝北総合支所住民サービス課（099-486-1111）までお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ひさかたの 光のどけき 春の日に 

しづ心なく 花の散るらむ」  
百人一首 33 番 詠み人 紀友則 

 

［歌の現代訳］ こんなに日の光がのどかに射している春の日に、 

なぜ桜の花は落ち着かなげに散っているのだろうか。 
 

 

「百人一首」 ４月の歌紹介 
上の句の「おだやかな春の日の光」と、下の句の「あわただしく散っていく桜」

の対比が印象的な歌。桜の花びらが散っていくことを惜しむ心が感傷的に表現され

ています。 

お願い 

■ 施設使用についてのお願い 

「輝北コミュニティセンター」 

「輝北歴史民俗資料館」 
 


